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群 -1.2％、Sham群 -2.5％、Control群 -6.1％）、また、固定群では存命日数が有意に延長した。























定群 64.5±13.5日、Sham群 50.3±11.6日、Control群 38.2±4.9日）。また、骨破壊を反映して
6週目のカルシウム値は Sham群で 11％、Control群で 14％上昇しクレアチニン値もそれぞれ、19％、
8％の上昇が認められたが、固定群では上昇しなかった。 
今回の研究結果から、癌転移巣を有する長管骨への予防的な内固定により骨破壊の進行が抑制され、
生命予後が延長する可能性が明らかになった。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値
するものと判定された。 
 
 
 
 
